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マン・レイ（Man Ray, 1890–1976）は20世紀にアメリカとパリで活躍した芸術家で、絵画をはじめ写真、
オブジェ、映画など多岐にわたる作品を手掛けました。本展は、作家が活動の後期より「我が愛し
のオブジェ」と称したオブジェ作品に注目し、展観します。パリに憧れたユダヤ系アメリカ人として言葉 
の壁に当たり大戦に翻弄されながらも、多くの芸術家や愛する人との出会いと別れを繰り返し生き 
たマン・レイ。彼が生涯にわたり自由に制作したオブジェは、ものや言葉の詩的な組み合わせで 
成り立ちます。独自の手法で同じ主題のオブジェを再制作したことも特筆すべき点で、ここには「芸術 
作品のオリジナリティ」という大きな問いに対するひとつの提案が含まれています。本展では、国内 
所蔵のオブジェおよそ50点を軸として、関連する作品や資料を合わせた約150点をご紹介します。
＊会期中に展示替えがあります。（前期：10/8-11/20、後期：11/22-1/15）

会期中のイベント

講演会｜要予約
木水千里氏（美学・美術史、早稲田大学助教）

10月29日（土）13:30-15:00

学芸員によるギャラリートーク｜要予約
毎月第3土曜日11:30より学芸員が本展の作品解説をいたします。

定時ガイドツアー｜要予約
毎日14:00より当館ガイドスタッフが館内の展示をご案内し
ます。定員制のため、参加当日に館内受付にてご予約ください。

ミュージアムコンサート｜要予約
高橋アキ（ピアノ）

「エリック・サティ　マン・レイに寄せて」　
12月3日（土）17:45開場　18:00開演　

ご予約方法など詳細は決定次第ウェブサイトでお知らせします

01《ミスター・ナイフとミス・フォーク》1944年　東京富士美術館
02《贈り物》1921/74年　個人蔵　
03《ニューヨーク 17》1917/66年　DIC川村記念美術館
04《ブルー・ブレッド》1958年　島根県立美術館
05《アストロラーベ（天体観測器）》
1957年考案（1964年までに再制作）　石橋財団アーティゾン美術館
06《アングルのヴァイオリン》1924年　東京富士美術館
07《セルフ・ポートレイト／ソラリゼーション》1932/77年
東京富士美術館
08《二人》1914年　セゾン現代美術館
All Works © MAN RAY 2015 TRUST / ADAGP, Paris & JASPAR, 

Tokyo, 2022   G2904

自動車で│東関東自動車道「佐倉IC」より、国道51号を千葉
方面へ進み「坂戸」交差点を左折、県道22号線（八街横芝
線）を八街方面へ約700m直進右手〈約10分〉、無料駐車場
300台

東京駅から高速バスで│八重洲北口から徒歩5分、京成バス
3番のりばから「マイタウン・ダイレクトバス」に乗車〈約60分〉
【行き】東京駅 9:55発→美術館 11:02着
【帰り】美術館 15:29発→東京駅 16:42着
料金：大人片道1,360円　
問い合わせ先：ちばグリーンバス 043-481-0808　

東京駅からJRで│JR総武快速線の成田空港行きで「佐倉駅」
下車〈約60分〉、南口の美術館バス停より無料送迎バス〈約20分〉

上野駅から京成電鉄で│京成本線特急または快特の成田 
方面行きで「京成佐倉駅」下車〈約60分〉、南口「シロタカメラ」
前より無料送迎バス〈約30分〉

京成佐倉駅→美術館
 │8:50 │9:10 │9:50 │10:20│(10:50)│11:20
 │(11 :50) │12:20 │(12:50)│13:20│(13:50)│14:20
 │(14:50) │15:20 │15:50

JR佐倉駅→美術館
 │9:00 │9:20 │10:00 │10:30│(11 :00) │11:30
 │(12:00) │12:30 │(13:00) │13:30│(14:00)│14:30
 │(15:00) │15:30 │16:00

美術館→JR佐倉駅→京成佐倉駅
 │10:50 │(11:20) │11:50 │12:50歴│(13:20) │13:50佐
 │(14:20) │14:50 │15:20 │15:50  │(16:20) │16:45 │17:15

（　）内は土・日・祝日のみ運行　
歴：国立歴史民俗博物館経由　佐：佐倉市立美術館経由
※上記の館が休館の場合は経由しません 
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ご来館前に当館ウェブサイトにて最新情報をご確認ください
新型コロナウイルスの感染状況により、やむを得ず記載内容を変更 
する場合があります。 https://kawamura-museum.dic.co.jp SNSにて情報を

発信しています。

次回企画展
「芸術家たちの南仏」展（仮称）

2023年春

同時開催
コレクション Highlight
ジョゼフ・コーネル
─新収蔵品を迎えて─
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（ハローダイヤル）


